
 今年度の１学年「数学 A」の授業では、「場合の数と確率」の単元で、直観に反する題材を扱い、ICT

を用いて授業を行いました。 

扱った題材は「モンティ・ホール問題」という、アメリカのテレビ番組で行われたゲームです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【モンティ・ホール問題】 

・３つのドアがある。１つのドアの後ろには景品の車があり、残り２つのドアの後ろには、はずれを

意味するヤギがいる。 

・プレーヤーが１つのドアを選択した後、司会者が選ばれなかった残り２つのドアのうち、はずれの

ドアを開けてヤギを見せる。司会者は、プレーヤーに最初に選んだドアを変更してもよいと言う。 

・このとき、プレーヤーはドアを変更するべきだろうか？ 



当時、激しい論争が起こったこの問題ですが、今回は３枚のトランプを使用して、簡易的に実験を行い

ました。実験を行う前の生徒の意見で多かったのは、「選択を変えても確率は変わらない」でした。生徒

同士でペアを作り、司会者側とプレーヤー側に分かれて実験を行い、ワークシートにその結果を記入し

てもらいました。また、ワークシートに記入した結果をスプレッドシートにまとめ、選択を変更した場合

と変更しなかった場合の当たる確率について考察を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実験の結果は「選択を変更した方が当たりやすい」になりました。実際は、選択を変更した場合は変更

しなかった場合と比べ当たる確率が２倍になることが知られています。 

自分たちで実験を行い、その結果を数値で可視化したことによって、生徒たちも達成感が得られ、理解

が深まったと感じました。今後の課題としては、「条件つき確率」の考え方を使った解説が生徒にとって

難しい内容のため、時間をかけて説明する必要があると感じました。 


